
11 .道徳論文

夢や目標をもち，共にみがき高め合う子どもの育成E

自分の生き方を見つめ，よりよく生きようとする自分のよさを実感する子どもの育成
~子どもの道徳的価値にかかわる意識を連続・発展させる道徳教育カリキュラムの創造~

I 研究の目的 .• • • . • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • .・.• • • • • • • • • •• 133 
1 研究の背景 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • . 133 
2 研究の方向 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • . • • • • • • • • . • • • • • • • • • • •• 133 
E 研究内容 ・・・・・・ ・・・・・・ ・・・・ .• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •• 134 

1 自分の生き方を見つめ，よ りよく生きようとする自分のよさを実感する子どもとは .•• 134 
2 子どもの道徳的価値にかかわる意識を連続 ・発展させる道徳教育カリキュラム創造の基本的な考え方 .135 
3 子どもの道徳的価値にかかわる意識を連続 ・発展させる道徳教育カリキュラムの全体構想. 135 

(1)各教科等や体験活動等との関連を図った道徳教育全体計画の作成・・・・・・ ・・・・・・・・ ・135 

( 2 )子どもの道徳的価値にかかわる意識やその連続 ・発展していく過程を示した指導計画の作成・・ 136

( 3 )自分の生き方を見つめ，よりよく生きようとする自分のよさを実感させる言語活動の考え • • 137 
4 子どもの道徳的価値にかかわる意識を連続 ・発展させる道徳教育カリキュラムの具体化. 138 

(1)各教科等や体験活動等との関連を図った道徳教育全体計画・・・・・ ・・・・・ ・・・・・・・・・・ 138 

( 2)子どもの道徳的価値にかかわる意識やその連続 ・発展していく過程を示した指導計画 ・・138

( 3) 自分の生き方を見つめ，よりよく生きようとする自分のよさを実感させる言語活動例 .. 140 
E 研究の実際 .• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •• 141 
1 実践の基本的な立場.• • • • . • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •• 141 
2 指導計画と子どもの姿の設定 .• • • • • . • • • • • • . • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • . •• 142 
3 実践の結果と考察.• • • • • • • • • • • • • • . • • • • • • • • • • • • • . • • • • • • • • • • • • • • • • • •• 143 

N 研究の課題と成果 ・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・ ・・ ・・・・・ ・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・ 144 
1 研究の成果 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • . • • • • • • • • • • • • • • • • •• 144 

2 研究の課題 ・・・ ・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・・・・ • • •• 144 



夢や目標をもち，共にみがき高め合う子どもの育成 【校創|】まことの子・ちからの子・のぞみの子

(体)心と体をきたえ合う子ども

豊かな心の面から | 健やかな体の菌から

0人間関係(他者意識) 0自己の発揮の仕方 10基礎体力 O生活習慣 O健康・安全
O多織な体験

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
創
造
の
視
点

二学期制の特長を踏まえた子どもの道徳的価値に

かかわる意識が連続 ・発展する主題配列

子どもたちの心を揺り動かし，よりよく生きること

に対して真剣に向き合い，変わっていきたいと感じ

る心を育てる「心の時間Jの設定

道徳の時間を要とした道徳教育の推進

各教科等との指導内容との関連を図った指導計画の設定

高学年の重点指導内容として設定

道徳的価値に対する見方・考え方・感じ方

を発障させる指導の充実

自分・他者・資料などとのかかわ

りの中で，自分の心情や考えを深

化・統合していくことのできる場

の設定

対話活動を通して，道徳的価値に

かかわる見方・考え方・感じ方を

深めたり広げたりできるように

する指導の充実

体験やそのときの自分の心情を

振り返ることを通して，これま

でやこれからの自分を見つめる

ことのできる場の設定

実際の生活場面とのかかわり

の中で，自分の考えのよさや成

長を実感することのできる指

導の充実



道一l

I 研究の目的

11 研究の背景
今回の学習指導要領の改訂において，確かな学力，豊かな心，健やかな体の調和を重視す

る「生きる力」の育成がますます重要とされ，その中で，豊かな心の育成においては，学校

の教育活動全体を通じて行う道徳教育の推進と充実が強く求められている。

このことの背景には，社会全体のモラルの低下や家庭や地域社会の教育機能の低下などの

諸問題，また，自分への自信の欠如や自らの将来への不安を子どもたちが抱えているという

実態などが挙げられている。それらの課題をうけ，道徳教育をより推進し，子どもたちが自

分の未来に夢や希望をもち，社会を構成する一員としての自覚をもってよりよく生きていこ

うとするために必要となる道徳性や道徳的実践力を育成することが求められている。

本校においても昨年度より学習指導要領改訂の主旨を踏まえ，道徳教育をより推進するた

めの研究 ・実践を進めてきた。その結果，道徳教育においては指導内容の重点化の視点や体

験活動や各教科等の指導内容との関連を踏まえた指導計画の具体化に向けての視点を明らか

にできた。また，道徳の時間においては， 目標に新たに加えられた「自己の生き方への考え

を深める」ということを踏まえた授業の展開の考え方について明らかにできた。

しかし，その一方で，普段の生活や様々な体験活動の中で感じている道徳的価値を踏まえ

た自己の見つめ方 ・自己への問いかけ方が十分に発揮されておらず，そのことが十分な道徳

的実践力の育成につながっていないのではないかとし1う課題も明らかになってきた。

12 研究の方向
本年度は，昨年度までの研究 ・実践によって明らかになった成果と課題を基に，めざす子

どもの姿を設定し，その具現化に向けた道徳教育のカリキュラム，つまり，道徳教育全体計

画や道徳の時間の指導計画の在り方について，また，道徳の時間の指導そのものについても，

本校なりの考えを明確にする必要がある。

道徳教育の目標は子どもたちの道徳性の育成にあるが，その道徳性は日々の生活や体験，

様々な人や事象とのかかわりを通して意識される道徳的価値に対して，自分の生き方の中で

重要なことだと自覚することではぐくまれていくものである。

そのためには，まず日々の生活等とのかかわりを通して意識される道徳的価値仁道徳の

時間に学ぶ道徳的価値との関係性を意識することで，自分の生き方をしっかりと見つめ，道

徳的価値に対する見方等を深めたり広げたりできなければならない。そうしてとらえた道徳

的価値をこれからの自分の生き方の中でとらえ直そうとする中で，そのことのよさやよりよ

く生きようとする自分のよさを実感する。さらには，道徳的価値の重要性を自覚することに

なり，子どもたちの道徳的実践力は高まっていくのではなし、かと考えた。

また，そのような子どもを育成するために，道徳教育カリキュラムの創造においては，道

徳の時間と日々の生活等において意識される道徳的価値との関連を図ることが必要だと考え

た。それぞれの場面で意識される道徳的価値が連続し，発展していくように関連を図ること

で，自分の変容や成長に気付くことができ，よりよく生きることや，よりよく生きようとす

る自分のよさを実感することにつながっていくと考えたからである。そこで，研究主題と副

題を次のように設定することにした。

自分の生き方を見つめ，よりよく生きようとする自分のよさを実感する子どもの育成

~子どもの道徳的価値にかかわる意識を連続・発展させる道徳教育カリキュラムの創造~

η《
uqu 
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E 研究内容
11 自分の生き方を見つめ，よりよく生きょうとする自分のよさを実感する子どもとは |
子どもたちの道徳性は， 日常の生活等との豊かなかかわりの中で多様な価値観に出会った

り，新たな価値に気付いたりすることではぐくまれるものである。しかし，子どもたちは自

分が多様な価値観に出会ったり，新たな価値に気付いたりしたという認識をもつことはあま

りない。自分のこれまでの判断や行動が，どのよ うな考えの基によるものかを振り返ること

は，自分が多様な価値観に出会ったり，新たな価値に気付いたりしたということを認識させ，

これまでの自分の生き方を見つめることにつながっていくと考えた。

また，これまでの自分の生き方を見つめた上で，そこから生まれた疑問や問題意識を，こ

れまでの自分の生き方とのかかわり，友達や教師，資料等とのかかわりを通して解決してい

くことは，日常の生活等とのかかわりと同じように，多様な価値観に出会ったり，新たな価

値に気付くことになり，自分の道徳的価値に対する見方等を深めたり広げたりしていくこと

につながっていくと考えた。

さらに，実際の生活場面を想定して，これからの自分の生き方として，それらの道徳的価

値に対してどのようにかかわっていくかを考えることは，道徳的価値に対する有用感や有能

感を高め，道徳的価値観を再構築していくことにつながってし1く。また，再構成した道徳的

価値観のよさや，そのよさを見出すことのできた自分に成長を実感したりしていくことにつ

ながっていくものだと考えた。

したがって，このような子どもを育成することは，道徳的実践力を身に付けさせ，よりよ

い道徳性をはぐくむことにつながっていくと考える。そして，それを通して豊かな心をはぐ

くみ，学校教育目標で掲げた 「夢や目標をもち，共にみがき高め合う子ども」を育成し，自

分の未来に夢や希望をもち，社会を構成する一員と しての自覚をもってよりよく生きていこ

うとする子どもを育成していくことにつながっていくと考える。

このような考えから，自分の生き方を見つめ，よりよく生きようとする自分のよさを実感

する子どもとは， 日常の生活や体験，様々な人や事象とのかかわりの中で，自分の道徳的価

値観との関係性を通して自分の生き方を見つめ，自分なりの問題意識をもって解決していこ

うとする子どもである。また，解決する過程で，自分なりの道徳的価値に対する見方等を深

めたり広げたりするととも

に， 日常の生活等とのかか

わりの中で，道徳的価値に

対してどのようにかかわっ

ていくかを考えることで，

自分の道徳的価値観を再構

成しようとする子どもである。

さらに，再構成した道徳

的価値観のよさや，そのよ

さを見出すことのできた自

分に成長を実感することの

できる子どもである。

。/再構成した価値観

のよさや，そのよ
さを見出せた自分
のよさや成長を実
感する。

孝~自市

三互主主

[図1 自分の生き方を見つめ，よりよく生きようとする自分のよさを実感する子ども]
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|2 子どもの道徳的価値にかかわる意識を連続・発展させる道徳教育力リキュラム創造の基本的な考え方l
道徳教育カリキュラムを創造するに当たり，学習指導要領の改訂のポイントとの関連や全

体研究で示されたカリキュラム創造の視点も踏まえ，めざす子ども像を具現化し，子どもの

意識を連続 ・発展させる道徳教育カリキュラムを創造するとしづ立場から，道徳教育の抱え

る課題も踏まえ，次のような視点を設定した。

(1 ) 道徳の時間を要とし，重点とする指導内容や活動内容で関連を図るようにする。

道徳教育は学校における全教育活動を通して行われるものであることを考えると，

すべての指導内容や活動内容が道徳教育と関連付けられることになる。しかし，それ

をすべて関連付けたり，系統立てたりしていくことは難しい。

そこで，各学年で重点とする指導内容や活動内容に注目し，それらの内容と関連を

図った道徳教育全体計画や年間指導計画を具体化していくようにした。

内容に着目して関連を図ることで r何をするのか」ではなく r何を指導するのかJ
に目を向けた道徳教育が推進されるのではなし1かと考えた。

(2) 道徳的価値にかかわる意識を連続・発展させるような指導の流れを明らかにする。

日常生活の中で様々な人や事象とのかかわりの中で意識する道徳的価値にかかわる

気持ちゃ考えは，子どもたちにとって道徳的価値にかかわるものだと明確に自覚でき

るものではないと思われる。そのため，それらの意識が自分の生き方を見つめる足が

かりとなるものであったり，よりよく生きょうとする自分の原品、につながったりする

ものだとは感じることは少ない。

そこで，子どもたちがどのような人や事象とのかかわりの中で，どのような道徳的

価値にかかわる意識をもつのかを教師が把握し， 道徳の時間とのかかわりの中でそれ

らの意識と連続性をもたせて指導したり，発展させるよ うに指導したりすることで，

自分たちの意識したものが道徳的価値にかかわるものであると明確に自覚できるよう

にしなければならないと考えた。

(3) 道徳の時間で言語活動を充実する中で，関連する各教科等の指導内容や体験活動等

での意識をどのように連続・発展させるかを明らかにする。

子どもたちは日常生活の様々な人や事象とのかかわりの中で感じている様々な意識

の中に，道徳的価値にかかわるものがあるとは認識していない。また，自分の生き方

を見つめる足がかりになるものであったり，よりよく生きようとする自分の願いにつ

ながるものであったりするとは感じてはいない。そのことを言語活動を通して，子

どもたちに感じさせ，考えさせる必要がある。言語活動を通して， 資料や友達，教

師などとかかわらせることで，これまであまり深く考えることのなかった道徳的価値

にかかわる意識について，自分なりに整理したり，関係付けたりすることができると

ともに，明確に道徳的価値として自覚できるものにしていくことができると考えた。

13 子どもの道徳的価値にかかわる意識を連続・発展させる道徳教育カリキュラムの全体構想l
(1 ) 各教科等や体験活動等との関連を図った道徳教育全体計画の作成

道徳教育カ リキュラム創造の視点を踏まえ，道徳教育カリキュラムの全体構想を図2

のように示した。道徳教育と各教科等や生徒指導などの指導内容との関連を踏まえた道

徳教育全体計画や年間指導計画の作成，さらに，重点とする指導内容について，子ども
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の道徳的価値にかかわる意識とその連続性や発展性に着目した指導計画を作成していく

構想である。

視点①

重点とする指導内容や活動内

容で関連を図るようにする。

特別活動

視点②

道徳的価値にかかわる意識

を連続・発展させるような指

導の流れを明らかにする。

道徳教育の推進体制

【図2道徳教育カリキュラム全体構想】

(2) 子どもの道徳的価値にかかわる意識やその連続・発展していく過程を示した指導計画の作成

指導計画を具体化する際には，各教科等の指導内容や体験活動において，子どもがど

のような道徳的価値にかかわる意識をもつのか，それが道徳の時間とのかかわりの中で

どのように連続 ・発展していくのかを明らかにする必要がある。

各教科等での指導内容との関連や体験活動との関連を考えていくことは，これまでも

行われてきた。しかし，ただ指導時期を考慮し，各教科等の指導や体験活動と道徳の時

間とを配列しただけでは，十分に効果が得られないのではなし¥かと考えた。各教科等と

の関連を具体化してし1く場合には，各教科等の特質も踏まえ，効果的な指導を行うこと

ができるかどうかを十分に吟味していく必要がある。

そこで下に挙げた手順で，指導計画を具体化していくことにした。

指導計画具体化の手順

① 各教科等の指導内容や体験活動の中で 子どもが道徳的価値を意識することができると，思わ

れるものを学年ごとに洗い出し， 一覧を作成する。

② 各学年の重点化した指導内容を中心に，道徳の時間と関連を図ることが効果的であると思わ

れる各教科等の指導内容や体験活動を抽出する。

③ 各教科等の指導や体験活動における子どもの意識や，道徳の時間に想定される子どもの意識

を明らかにし， 子どもの意識が連続 ・発展してして流れを示した指導計画を作成する。

各教科等の指導内容や体験活動において，子どもが道徳的価値を意識することができ

るものを洗い出す際には，表 lで例を示したように r関連性を踏まえつつ，年間を通し
た活動，また，教科及び領域の学習全体を通して行っていくもの」と， r活動，単元や題
材の中に含まれる道徳的価値を明確にすることで関連性を設定することができるもの」

に分けられた。

po 
q
d
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【表 1各教科等，体験活動における子どもの意識できる道徳的価値の分類例】

第 5 学年 各教科等 体 験 活動等

国語.国語を尊重する態度を育てること。 委員会活動

関連性を踏まえつつ， →4-(7) →2-(3) liいに信頼し，学び合って友情を深め，男女

年間を通した活動，ま 算数:日常の現象について見通しをもち， 仲よく協力し助け合う。

た，教科及び領域の学 筋道を立てて考え，表現する能力 →4-(3)身近な集団に進んで参加し，自分の役割を自

習全体を通して行っ を育てる。 覚し，協力して主体的に責任を果たす。

ていくもの →道徳的判断力の育成に資するもの →4-(6)先生や学校の人々への敬愛を深め，みんなで

協力し合いよりよい校風をつくる。 など

音楽:日本古来の音楽を聴いたり，楽器 自然教室

活動，単元や題材の中 を弾いたりすることを通して， 日→2一(3)互いに信頼し，学び合って友情を深め，男女

に含まれる道徳的価 本や郷土の伝統と文化を愛する心 仲よく協力し助け合う。

値を明確にすること 情を育てること。 →4-(7)， 4-(8) →3-(2) 自然の偉大さを知り，自然環境を大切にする。

で関連性を設定する 理科:植物の栽培や動物の飼育を通して →4一(3)身近な集団に進んで参加し，自分の役割を自

ことができるもの 自然を愛する心情を育てること。 覚し，協力して主体的に責任を果たす。

→3一(1)， 3-(2) など

このことを踏まえ，各学年の重点化した指導内容を中心に実態調査等の結果から子

どもが道徳的価値を意識しやすい各教科等の指導内容や体験活動等の傾向性を考慮、した

上で，道徳の時間と各教科等の指導内容や体験活動等との関連を明確にした年間指導計

画を作成していくことにした。

さらに，この年間指導計画を踏まえ，各学年で重点とした指導内容について，関連す

る各教科等の指導内容や体験活動等の中で子どもたちが感じる道徳的価値にかかわる意

識の傾向から，その意識を道徳の時間との関連の中で連続 ・発展させていく指導計画を

明らかにしていくことにした。

(3) 子どもの道徳的価値にかかわる意識を連続・発展させる言語活動の考え方

道徳の時間の学習は，言語活動を中心に展開される。このことから言語活動の充実に

おいては，どのようなかかわりを通して，どのようなことを考えさせるかが重要である。

具体的には， 日常の生活において子どもが漠然と感じている道徳的価値にかかわる意

識について，教師の意図的な働きかけによって，言語活動の中でしっかり認識させるよ

うにしながら，道徳的価値に対する見方等を深めたり広げたりさせ，道徳的価値の自覚

を深めるようにする。また，授業を通して再構成される道徳的価値観を， 日常の生活を

想定してとらえ直して話し合わせたりしながら，再構成した道徳的価値観の生活の場面

におけるよさや，それを考えることのできた自分のよさや成長を実感できるようにする。

そうすることで，子どもたちの感じている道徳的価値に対する意識は，学び、取ったもの

との関連性を通して，連続 ・発展していくのではなし、かと考えた。また，自分の生き方

を見つめ，よりよく生きようとする自分のよさを実感し，道徳的実践力を高めていくこ

とができるようになるのではなし1かと考えた。

そこで，道徳の時間の各過程において，次のような教師の働きかけを設定した。

《導入》

この段階で認識している道徳 目

的価値にかかわる意義や心構 1 ~ 
え，弱さをとらえさせ，自分な H
りの問題意識をもたせる。 11 I 
日常生活場面における自分の 111
行動や自分の心情を想起させ

て考えさせる。

実態調査の結果などを生かし

た意図的指名を行う。

《展開》

共通の場面における話し合い

を設定し，意義や心ヰ誇え，弱さ 1 ~ 
を追究させるようにする。 Ir¥
これまでの実際の生活場面と 11 1 
のかかわりを意識させて考えさ |片/

せたり，話し合せたりする。 IV 
発言に対して根拠を問い返す

など，背景となった経験や考え

を明確にさせる。

《終末》

授業前と自分の考えがどのよ

うに変わったか，理由も含めて

意識させる。

自分の生活で生かそう，生か

せそうと感じた理由について，

問し、返したり，ワークシートに

まとめさせたりする。

大切に感じた根拠について明

確に説明させるようにする。

勺

t
η
、υ
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14 子どもの道徳的価値にかかわる意識を連続・発展させる道徳教育カリキュラムの具体化 |
(1 ) 各教科等や体験活動等との関連を図った道徳教育全体計画

全体構想を踏まえ，道徳教育カリキュラムにおける道徳教育全体計画について，以下

の図3のように考えた。

平成 22年度道徳教育全体計画

日本国憲法 4 学校教育 目 標 ー…製2宵 1 教育必本法
|夢や目棋をもち.共にみがき高め合う子どもの育成 ! 児車庭遺の.実地態j或社会の尖態

-県，市教育方針

-教育桜興基本計画 】『 ・保識者教師の願い

-教1'1'目係締法規古事 めざす子ども像

| 学び合う子 ひびき合Eう子 きたえ合う子 ・I 

道徳教育全体目標

自分の生き方を見つめ，よりよく生きようとする自分のよさを実感する子どもの育成

I E 
生徒指導における取組の重点 道徳教育の重点指導肉容 圃・・ 各教科等と指導肉容の関連

生活努力目仰の般定と定期 g 自己の生き方についての考えを深める。 前解や表J)!を過してI 思考11や創造}J
(I~Jな仮り返り，共通実践事項 よく考えて行動すること舗l皮 ・節制，自立)

国
及び干J，.感覚を伸ばすことにより，道徳

の楠i抱
全体
g⑤ 肘希望をもって努力すること納上心 個性の伸長) 的心情や道徳的判断力の基礎を茜う。

PTAとの連携の充:M 郷集団土やの社こ会とのに関心をを守もつこと曲車上愛)
L平寺 ぇ;宇作品から1 感動や感銘を受けて道

子どもとの個別教育相談 きまり ること沿徳心，規則の尊重) 徳的心情を向的る.

月毎回保護者との教育相談
⑥社会や他の人のためになることを与えたり，働 生活の改皆や仕会生括的知滋ー思解を

自の設定，家庭訪問，個別教
し、たりすること鋤労 ・奉仏¥公共心) 干土 深めていく中で，人各の尊重を中肢とし

育相談 1-cl)身働の康回やり安を全鞍に気を付け.物や金銭を大切にし， A 宮 て1 家庭a 社会，国への畳;aが育ち。道
前件指話事の充実

回りを整え，わがままをしないで，規則正 徳的判断力を育てる，

E 1骨三
しい生活をする固 正確な判断と合理的な処四能力，研究

E 1-(3) よいことと悪いことの区別をし， ょいと思う J/l 的態度を'fl成する.
特別活動における取組の重点 ことを進んで行 う。 数 合理的能率的な~活態度を聾九

《学級活動》
3ー(J) 生きることの喜びを知り ，生命を大切にする

自然と人間生活の関係についての理解
心をもっ。

構成的グループエンカウンタ 3-(1) 生きることの喜びを知り，生命を大切にす 理 を深め，生命の稼亙i 自然や動植物置雄

ーなど，指持方法や情報の提供 る心をもっ.
科 の心情を深め。創立L夫合理性を育成

《児童会活動》 3-(2) 身近な自然に親しみ，動純物に優しい心で
する.

各行内行事の実行委員会の股 2年 接する。
具体的な活動や体験を通して。人やも

院と指導
4-(3) 父母レー， 祖，家父族母のを敬役愛にしつ，進喜んびでを家知のる手伝いな

生 の，自然と触れ合う中で自己を見つめた

呉年附集団(兄弟 ー姉妹グノレー どをて， 立 活 り基本的な生活習慣を身につけたり L

プ)によるチャレンジタイムの [-(2) 遊友自分でやろうと決めたことは， 粘り強く や
てI 自立への基礎を喪う。

企画 .illj営 り 達げる。
音 美的な情換を育てl 創造的表現jJ

《ヴラプ;舌動》 3fT三 2ー(3) と互いに理解し取，柄頼命し，助け合うを。
楽 をI苦い，咲かな心情を育てる固

児年齢集団活動の充実 3-(1)生命の噂さを感じ り，生あるもの大 造形活動を過して，向上心I 創意工夫

《学校行事》 切にする. 区l の態度を育てる.

向然環底的中での体験の実施 2-(2) 相手のことを思いやり，進んで親切にする。
工 主的情操を育てるとともに，最能まで

及び事前事後指導の充実 4年 3-(1) 生命の尊さを感じ取り，生命あるものを大
粘り強く取り組む態度を育てる.

伝統文化や芸術に親しむ体験 切に守する。 健康の増進と安全の保持を図るB

の実施や車両ijJ'ff.後指噂の充尖 4-cl) 約束や社会のきまりを均り ，公徳心をもっ。 重
家庭生活をよりよ〈していこうとする

過半-(.ども会や集阿南泊的行 3-(1) 生命がかけがえのないものであることを
実践の中でi 協h性，合理性，創立工夫。

事を合む集団活動の二t;施

知1身郷しり，近，土協なやn力集f我也団しがのてに生国主進命の体ん伝を的で統特に参一IとEr加lす文任し化る苦， 。

さらには宰旋置を官てる。

勤労の時さを実感できる活動 5年 'J-(3) 自分の役割を自 健康 安全に倒立しl 運動やゲームを

の実施 4 {7)IL 国伝 化をを果大た切す。にし，先
何育E することを通して，公正i 規則の尊重I

協力.~伍l 克裕p 明朗，イミ段不同など

人の努ノ〕を知り，郷仁平国を愛する心をも の態度を打てる.

各種教育係における取組の重点 1-(6) 積自分極の特に徴伸を知って，悪い所を改めよい所
議
外園田ζとぱや文化等に慣れ親しむこ

《人権教育係》 を的ばす。 tを通して。外聞のことを理解するとと

校内人指迦聞の充実
6年
3-(1)知を知働生りっ，く命F、がかのけ生が命えをの尊な丞いものであることを

もに，我が国や郷土に対する聖帯をもち

自他 する。 百v， 大切にしようとする気もちを育てる.
7どもの取組の紹介

4ーw てこ公と共の意のた義めをに四郎役にし立，相つ会こにと奉をす仕る「。る喜び《特~II支綴教育係》 弓043? ，L 
控かな体験場面における探究活動に主

校内委員会の実胞と外部と
体的に取り組むことを通してI 自分の生

の連携 各種教育係の特買を踏まえた具体的 な取組
刊。キコ き方を比つめl よりよい生き方にしてい

服品への特別支援教育に関一 1111 こう土する意散 態度を府う.

する情柑促供 O 自己の生き方についての考えを深める 「心の時間j E 

《情報教育係》 O 生命に触れる時間としての「生き物タイムj 李議h官健a全f卜I情報社企の中で，情報を収集 判断
道徳部とのi車鋭を図った情 O 心と体を育てる「ニコニコタイム」 表現処理創造するために必要となる

報教育指湾計画の作成 O 縦割り清掃活動 考え方と態度を育てる.

O 朝1のボランティア活動，あいさつ運動

家庭・地婿社会との連自陣 ー 道徳教育の推進体制 環境霊備

地峡人材，校内人材の梢極 O 道徳教育PDCAサイクノレの実施 学年会などによる道徳的時間の

的なf舌m O 教師 ・保識者 ・子どもにおtする道徳性の育成にかかわ 指導にかかわる情報峰飲

保護者への道徳の時聞の授 る訓査の実施
道徳の時聞の板丹用資料。げし実

業の公開 O 道徳の時H円を充実させるための制極的な情報交換
I'!tかな心をはぐくむことに資す
る拘示物の充実

【図3 道徳教育全体計画】

この道徳教育全体計画作成に当たっては r豊かな心をはぐくむ全体計画Jの内容を踏
まえて，各教科等ならびに生徒指導や特別活動，その他の各種教育係との連携において，

具体的な指導内容や取組の重点が明確に分かるようにした。指導内容や取組の重点が一

目で確認できるようにすることで，それぞれの取組を実施する中で¥常に道徳教育との

関連を意識させるものになると考えたからである。

(2) 子どもの道徳的価値にかかわる意識やその連続・発展していく過程を示した指導計画

子どもの道徳的価値にかかわる意識を連続 ・発展させる指導計画の考え方を基に，道

徳の時間と各教科等の指導内容や体験活動等との関連を明確にした年間指導計画を図4

のように作成した。
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道 8

この年間指導計画においては，各学年の重点化した指導内容を中心に各教科等の指

導内容や体験活動等の中で，道徳の時間の指導内容と関連すると思われるものを抽出し，

色をつけることで明確に意識できるようにした。さらに， 実態調査等の結果から子ども

が道徳的価値を意識しやすい各教科等の指導内容や体験活動等の傾向性を考慮し，関連

を図っていくことが効果的であると考えられるものについて，太枠で囲むとともに，図

5で示すような重点指導内容についての指導計画を作成し，道徳の時間とのかかわりの

中で，どのような道徳的価値にかかわる意識を連続 ・発展させていけばいし¥かを示すよ

うにした。

fji百五五言内容①

1 5年 14ー (3) 身近な集団に進んで参加し 自分の役割を自覚し 協力して主体的に責 任を果たす。

《香員 会活動'" 4月 ~
白分の係をしっかり呆たす

ことの大切さを宇ぱせ，自 分

の義務をきちんと 果 たそう

とする気持ちを育てる.

《道徳のI時間 '" 9月

主題 名 rj耳任をもって」

資料名『とりかえしのつかない

1日』

《 自然教室'" LO月
集団栴泊体験における友

主主と 協}Jしながらの情動を

通して，集Fflにおける自分
の県たす役制やそのことが

集団の活動 にかかわること

の賢任を理解する.

:tìぁτ苔吉古伝吉壬~ー
人が3世11'1を果たすことが大
関なんア二
ー自分の世割を卦Lたすことが，
みんなのためになる.

"，;n徳の時間 '" 2月
主題串 CJ刷 ，~(7)ノ、ーモエー」

資格斗4!， ~おもちゃのゾンフ若エー』

子
ど
も
の
道
徳
的
価
値
に
か
か
わ
る
意
識
の
流
れ

今ヰ交をよくするために.自分
はどんなことができるのか
考えたい.
・間半年として学位のために，
自分の任4された委員会の仕
市を一生亀耐倫にやろう.

《 日常生活:> 4.TJ-

。iWlのボランティア活動
これまでの先輩たちが前

半年として行ってきたニと

を仮り返り，自分たちにで

きる二とを考える。
一『、ザ，ーー、匂~、、~、、〆

・商学年として，自分のできる
ことをやってみたい.
・これまでの先輩たちがやって
きたことを，受け継ぎたい.
・商学年としてみんなのため
にやるべきことを考えたb、.

<f;本τ了:> 1 1月
単:;I''[;;s rノレー ノレを工夫したバ

Z ケットポールj

チームの-Aとして 自
分のポジションの役闘を民

たすことでb 役割の大切さ

や，役制を井とたすことの楽

しさを自覚する。

-t%剖を果たした桔県，ゲーム
が臨しく感じられた.
役割を果たしたら，ゲームに
勝つことができた.

ーーーー'惨 窓慨がilli続措属してい〈過程

【図5 子どもたちの道徳的価値にかかわる意識の連続・発展する過程を示した重点指導内容の指導計画]

このことで，それぞれの教師が各教科等の指導，体験活動での指導に当たる際に，ど

のような道徳的価値について，どのような方法で子どもに意識させるよ うにすればいい

のかということを十分理解した上で，指導を行うことができるようになると考えた。

(3) 子どもの道徳的価値にかかわる意識を連続・発展させる言語活動例

道徳の時間においては，道徳的価値にかかわる意義や心構えに対して，対話活動を通

して，見方等をより深めたり広げたりできるようにした。その際， 学び取った意義や心

構えを，これまでやこれからの生き方の中でと らえさせるようにした。そうすることで

明確に自覚できていなかったと思われる道徳的価値にかかわる意識や，道徳の時間に学

び取った意義や心構え，弱さと，意義や心構えを大切にすることで感じられるよさとが，

道徳的価値にかかわる意識として連続 ・発展していくものになるようにした。
[第5学年 4-(7)主題名「自分の町IJ:Jの授業における言語活動例}

意義や心構えについて考える場面で対話活動を設定し，友達

や教師とのかかわりの中で，多様な道徳的価値観に触れること

で，道徳的価値に対する見方 ・考え方 ・感じ方を深めたり広げ

たりできるようにした。
意義や心構えをこ

れまでの生き方の中

でとらえさせるよう

にした。

〆

意義や心構えをこ

れからの生き方の中

でとらえさせるよ う

にした。

これまでの生き方の中で，自分

がどのような弱さをどのような場

面で感じていたかを具体的に意識

させることで，学んだ意義や心構

えとの関連性をとらえられる。

これからの生き方の中で，どのよ

うな意義や心構えをどのよ うな場前

で生かすことができるかを具体的に

意識させることで，学んだ意義や心

構えとの関連性をとらえられる。
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道-9

E 研究の実際
11 実践の基本的な立場
道徳の時間における自分の生き方を見つめ，よりよく生きていこ うとする自分のよさを実

感する子どもの姿を想定し，その姿を表出させるための学習内容，教師の働きかけについて

具体的にした。検証の視点 ・方法について以下に述べるとおりである。

1 道徳の時間と関連付けた体験活動，各教科等の指導内容は妥当で、あったか。

検証の 2 道徳、の時間に想定した意識を連続 ・発展させる子どもの姿は妥当であったか。

視点 3 道徳、の時間と関連付けた体験活動，各教科等の指導内容での子どもの意識を連続 ・

発展させるために設定した言語活動は妥当で、あったか。

検証の
授業中の発言内容やつぶやき，表情，ワークシートへの書き込みなどから

学習の振り返りとして記述した自己評価の内容から
方法

授業後の日記の内容，行動の変容などから. 

(2 指導計画と子どもの姿の想定
(1 ) 指導計画
5Sf- 4- (7) 郷土や 我 が国の伝統と文化 を大切にし，先人の努力を知り，郷土や国を愛する心 をもっ 。

《子f楽)) 6月 《道徳の時間)) 9月 《日常生活)) 1月 《道徳の時間)) 2月
。 H本の音楽 主魁名「日本の文化」 。社会クイム 主題名「自分の町は」

「おはやしづくりJr子もり歌」 資料名『和太鼓調べ』 ， ・ 鹿児島市内の地名 の由来 資料名『私たちの町って』
日本の伝統~s来に関，(.をもった を知る活動 を通 して，鹿児

自分たちの住んでいるところを大り特徴を感じ取ったりしながら。 品 市内について興味 関心
日本の伝統詐楽の感じを生かした jIT矢めに切は，どんな気持ちゃ考えが を高めることができる。 ' 事にしていくためには，どんな気持
おはやしのつくり)]や演奏の仕方 だろう。 ちゃ考えが大切だろう。
を工夫することができるa 地名の由来を知 ること

子
日本の音楽は難 しい感 で，その土地の歴史がわ

じがしたが，意外 と簡単 同
。外河内方が.'.、 太鼓には円る

かるな~r7'1 Hh !íí~ t1'1~Jtfïr1ì d:!，. f可もし、』、とニ ー二の町在胞味じゃない

ど ・よさがわからない 人の思いが込 自分の地域の名前の曲
ろない ー町のた刷こありがとう

で楽しし、。
ー古くさい 何めからでれきてるいこる.と 来を鯛べてみたし、。 他の所が来し 町のよさを慌し

子もり歌はずっと背か そうでいい たい
も ら歌い継がれてきたも はないか。 めんどうだ 自分には何がで

のなんだ。 ... どうでもいい きるかな

。コ 千 《日泊生活)) 1月 干「

《のぞみの時間)) 5月 I君臨]-伝統や文化のよさを知るー缶統 。給食週日I-J 1.Q;.1I!I 住んでいる所のよさがわかるー持

意 。匝C~電車 1HJt'lt:刷、自批t，i.:できるこト や文化合大切にしようとするー缶配 「鹿児島をメしごと味わおう
りに暗じる→大国にしていこうとす
る気持ちが高まる→住んでいる所を

路面電車に乗った散策を通し
ペヨ文化を軒きになる 泊FoijJを通して，郷土料理に もっと肝きになる

て，身近な地瞳の福利について l心榊えl入 h の思いを考える.受け継が
こめられた先人の思いや願 らlmaM制a動eぇ句id1人I肋々すのる思.b自吋分覗に¥，と、をっ考てのえるよ.さを円分考かえ

官官t 興味 ・関心をもって自分の脚姐 れてきた意味を考える.自分から遊んで行
し、を知ると共に，郷土の素材

を追究し，今後の自分の生き方 動する. など る.自分には何ができるt"'tえる. など

に生かしていこうとすることが や料理について興味・関心を
。コ できる. 高めることができる。

背の人々の思いがつながっ
地域の行事にもっと積極的

流 三鹿安児心島し市てに生は活， 色々な人 た 日本の文化は大切だ。
郷土料理には， しっか に参加してみんなの思いを感

泊 て・きるよ
これから古いものに対して 圃 りと意味 が込められて1・ じてみたU、a

オも
う向な分工の夫住がたくさんある.. の考え方が変わ りそうだ。

いるんだ。 地域をよりよくするため
んでいる地域L IC・ 腿児島の伝統文化 をもっと 自分から進んで食べる に，自分からあいさつをして

は人々ががあ安る心かしiて峰らせ ようにしたいな。 いきたい。
る工夫 側ベたし、久 大切にしていきたい。

I j1!l ljiJ<3?， ' .:.1i5l1l1J~ (f) !t!J lliI<f.SillIJ 地域一地域あいご活動等の地域活動 もに健全な子rもを育てたり，よりよ 地域のよさがわかる. もっと楽しし、町にしたb、.
い 11町をつくったりしていこうとする。 ー 両倒だ0 ・ よくわからない.

ー園田園令 意識が連続 ・発展していく過程

実態調査を行った結果から，子どもたちが意識しやすい体験活動，教科等の指導内容は

「のぞみの時間J(総合的な学習の時間)や地域あいご会などの地域活動等で、あった。それ

らをカリキュラムの中で重点的に関連付けていくことにした。さらに， 重点的に関連付け

ていく体験活動，教科等の指導内容について子どもたちがどのような意識をもちやすし、か

といった意識の傾向を実態調査から以下のように明らかにし，道徳、の時間の中でどのよう

に関連させていくかといった指導計画を作成した。

子どもたちの意識の傾向

[のぞみの時間] [地域あいご会等の地域活動]

自分たちの住んでいる町には，誰もが安心して暮 活動の意味を考え，自分から進んで参加する。
らせるような工夫があり，そのために努力している 自分が活動することで自分の住んでいる町や
人々 がいる。 地域がよりよくなる。
自分たちにはどんなことができる考え，行動して よくわからない。
みたし、 っかれるし，めんどうだ。 など
住みそ寸くする工夫は見つからなしL など
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(2) 子どもの姿の想定
[気付く ]
道徳的価値について， 学校内はもちろん， 学校外での体験活動を中心とした自分の
生活とのかかわりの中で考え，切実感のある自分なりの問題設定をしている。
[さぐる ・見つける]
自分の考えの根拠となっている体験やその時の心情を明確にし，それを基にして友
達との話合い活動をしている。
道徳的価値に対して，自分の考えの根拠を基に， 比較したり関係付けたりしながら
考えている。
[深める ・見通す]
自分の生活，特に体』験活動とのかかわり意識しながら学んだことをとおして， これ
までの生活の中で振り返ったり，これからの生活に生かしていこうとしたりと自分の
道徳的価値についての考えをワークシートにまとめている。

13 実践結果と考察 第5学年 主題名「自分の町はJ 資料名「わたしたちの町ってJ (光文書院)]
(1 )ねらい
7石毛我が国の伝統と文化を大切にし，先人の努力を知り，郷土や国を愛する心をもつことにかかわる自分自身の
生き方を見つめ，自分自身のもつ心の葛藤を乗り越えて，自分の住んでいるH汀や地域を大切にしようする気持ちを高

めることができる。

イ 郷土や我が国の伝統と文化を大切にし，先人の努力を知り，郷土や国を愛する心をもつことにかかわる見方・考え

方 ・感じ方を自らの体験場面での内面と関係付けながら考え，表現することができる。

ウ 無関心や外への欲求などの心の弱さから，自分の住んでいる町や地域を大切にできないことがあることに気付くと

ともに，自分の住んでいる町や地域を大事にするための意義や心構えの大切さを理解することができる。

(2) 学習内容

他の所が楽しそうでいい(外への欲求)

めんどうだ(怠惰な感情)

どうでもいい(無責任)

いやだ(嫌悪の感情)

住んでいる町や地域のよさがわかる

住んでいるIUTや地域にほこりを感じる

住んで、いるIsTや地域についてもっと知り
たいとしづ気持ちが高まる

@ 人々の思いや願いを考える

@ 自分から積極的に行動する。自分には何ができるか考える
自分の考えを自身の体験したことを基に，根拠を明確にしながら友達と話し合っている。

(3) 授業の実際と考察

1= 
丸

付

子どもの意識の流れ

自分の住んでいる町や地域を大事にしていく活動や取組に参加で

きたことや参加できなかったことはありませんか。

自分の住んでいる町や地域を大事にしようとすることにかかわる自分なりの

みんなのためになる。 13..1， l よくわからなし 。~
自分が楽しくなる。 ぐヌ 注工ヌめんどうだ。~
自分から進んでやりたし~ l:t=Oj lどうでもいい。 5

2Z卜 自分の住んでいる町や地域を大事にできる時とそうでない時が
言 |あるのはどうしてだろう。

示卜 いつも自分の住んでいる町や地域を大事にしていくためには，
思 |どんな気持ちが大切だろう。

窒J' 自分の住んでいる町や地域を大事するのIj:~出て切なのだろう0

8えていきたい問題 (全体の方向性D J I 
||自分の住んでいる町や酬を大事lこしていくためには，どんな気持ちゃ考えが大切だろう。11
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。教師の働きかけ 固 子どもの姿

これまで=の体験活動を想起させ，そ

こから感じているそれぞれの考えや

思し、を発表させる。

地域あいご活動等の地域活動への

参加状況などの体験の中での考えの

違いや，思いや行為などの矛盾から

問題意識を高めさせる。

地域あいご会活動などの地域活動

への参加といった，子どもたちに共

通する体験の中で「郷土愛」に関連

する内容についての考えや思いを発

表し合い，そこで生じた矛盾から一

人一人が切実感のある問題を設定し

ていた。(視点、1・2)
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資料「わたしたちの町ってjを一読後，自分なりの追究場面を設定

洋子から Iこの町地味じゃ
ない。Jt言われたi自子は
どんな気持ちだっただろう。

鈴木さんから町についてのく

わしい話を聞いた後3脱干さん
はどんな気持ちだっただろう

すごいな
ありがとう

わたしたちの町は

地味じゃない

外の場所のほうがいい

よくわからない

興味がない

鈴木さんの話を聞く前と後では，悦子さんの気持ちが大きく変わってい

るね。何かに大切にしたい気持ちゃ考えに気付いたんじゃないかな。

Cl わたしは，住んでいる人のよ

さに気付いたと思う。有名人が町に

いたら， うれしい気持ちなるなあ。

C2:これまでの人々の協力や苦労

に気付いたんじゃないかな。わたし

の住んでいる所でも地域の清掃活動

はずっと続いているらしいよ。

C3 :わたしの考えと近しL伝

統や歴史があるということに

気付いたと，思うよ。ぼくの所の

あいご主も歴史長いよ。

C4 :町のよさに気付いたというこ

となんじゃない。けど，この「ほこ

りに気付くJという考えはどういう

ことなの。

C5・町をほこりに思うということ。今の話を聞いていると，町の

よさに気付くことで町にほこりを持てると思う。のぞみの学習で中

央駅の地下道を調べたら，色々な工夫があって感心した。

T:今の話を聞いているとほこりを感じるということですね。e
んなが話し合ったものを見て，何か気付くことはありませんか。

C6:ほこりを感じればもっとよさをみつけたいJr自分に何
ができるかJと思うんじゃないかな。「町のことを調べていきたいJ

という考えにつながると思う。

一一一一一一一一一一一一一一一一一
T :みんないろんな気持ちゃ考えに気付いたんですね。こんな気持ちに
気付いていれば，みんな地域の行事にも参加できるんじゃないかな。

C7・だって面倒なんだよね。つい lrC 8・知らない人も多いか
ついそう思ってしまう。 Jlら，ちょっと恥ずかしい。

T:なるほど，よくわかります。じゃあ，資料の悦子さは休さんの話を
聞いた後，他にどんなことを考えたかな。

C 9 : rもっとよさを見つけてみようJr自分にこれから何ができ
るかな」ということを考えていると思う o ぼくだったら，社会タ
イムで紹介された地名についてもっと調べてみたい。

T:話し合いから，自分
の考えがまとまってき

ているようですね。で

は，自分の考えをじっく

りまとめてみよう。
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道一11

主人公の心情と自らの体験場面と類

推させて考えさせる。

自分自身の似た経験やその時の心

↑青から，主人公の心情への共感を高め

させる。発表の際はみんなも同じ

ように感じたことはなかったか，それ

はどんな時か」と全体へ問し、返すこと

で発言の背景にある根拠を明確に考

えさせる。

地域行事への参加などの体験場面を
想起し主人公の心情への共感を高め|
ることができた。(視点1・2)

O 自分の考えを話合いシートに書
かせ，それを基に対話活動を行わ

せる。

(それぞれの話し合い)

自分と友達との考えを比較させた

り，関係付けさせたりしながら話し

合わせ，見方 ・考え方 ・感じ方が深

まったり広がったりできるようにす

る。その際，それぞれの考えの根拠

を地域行事や活動へ参加やのぞみの

学習などの体験活動から話し合わ

せ，根拠を明確にさせる。

話合いシートを活用したことで，

一人一人が自分の考えの根拠とな

った体験活動などの背景を明確に

して話し合う姿が見られた。住見長3)

それぞれの考えの背景を地域で

の活動を通した体験活動を意識さ

せて話し合わせたことで，学習して

感じたことと自分の生活とのかか

わりを意識しながら考える姿が見

られた。(視点1. 2・3)

O 話し合ったことを基に，自分の考
えをまとめていけるようにする。

(全体での話合い)

話合いで感じた見方 ・感じ方・考

え方を実際の体験場面とのかかわり

の中で捉え直させる。そのことで，

価値にかかわる意義や弱さなどに対

する見方等をさらに深めたり広げた

りさせると共に，自己の成長を感じ

させることができるようにする。

体験活動での意識と関係付けな

がら，道徳的価値への見方 ・感じ

方・考え方をさらに深めたり広げた

りする姿が見られ，それを感じるこ

とができた自分へのよさを実感し

ている姿が見られた。(視点1・2)
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i圃と で関係し
合 これまでの自分を橿り

ると. • • t=. 
.. 大切だと強〈甚じたこと
を ・・大切にできそうす.，

~のようにできそう.

~のように董わりそう.

~のようにありたい.
1合揖.の前と ~締ちゃ考え
1 が量わったのは・ ・だ.

学習を通して強く感じた気持ちゃ

考えと体験活動とのかかわりを意識

させ，学習をまとめさせる。

ワークシートを活用したり， 振

り返りの観点を提示したり して，

これまでの地域の体験活動と今日

の学習で感じたこと とのかかわり

をより意識させる。

これまでの子どもたちの体験活動

で感じていた意識と今日の学習で

じたこととのつながりを考える等，

これからの自分の生活に期待感をも

ってまとめている子どもの姿が見ら

た。(視点、 1. 2) 

(4) 実践の考察

O 子どもたちは，体験活動や各教科等とのかかわりを意識させることで，道徳的価値へ

の見方 ・感じ方 ・考え方を深めたり広げたりする姿が見られたことから，関連付けたカ

リキュラム，指導計画は妥当であったと考えられる。

O 子どもの意識を連続 ・発展させることを教師が意識して言語活動を設定し， 子どもた

ちにかかわることで，子どもたちは，これまで感じていた道徳的価値観をより自分との

かかわりの中で再構成し，自分の生活に期待感をもつことにつながったことから，設定

した言語活動は妥当であると考えられる。

W 研究の成果と課題

11 研究の成果 l 
O 各教科等や体験活動等の重点となる指導内容や活動内容との関連を図った道徳教育全体

計画を創造することができた。

O 根拠を明確にした問題設定ができる子どもの姿や，話合い活動において，考えの根拠と

して自分の経験やその時の心情を説明しようとする子どもの姿が見られた。

O これからの生活を具体的に想定して 自分の考えのよさや成長を実感することができた

子どもの姿が見られた。

12 研究の課題 l 
O 年間指導計画や指導計画を生かす指導体制や学習指導の在り方をさらに考え，道徳教育

の推進や道徳の時間をさらに充実させてして必要がある。

O 整理されたり見直されたりした道徳の時間の内容や情報モラル教育にかかわる内容につ

いて，内容分析並びに授業について実践していく必要がある。
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